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2次元直交座標平面R2内の閉じた曲線 rで囲まれた領域を Q とする. 点 x= (Xl， X2) 
における何らかの物理量 u(x)を考える.曲線rの一部の弧 fuにおいて u(x)の値が
u=uであると分かっているとする.さらに，領域内部の n 個の点 z(l)?g(2)?・ x(n)





関数 u(X) を求めるために，曲線 r 全体に関して fu の残りの弧 f~ = f ¥fuの
上で U の値 ω を適当に仮定し，境界値問題:ームu(X;ω)= 0 (xε(1)，叫ru ilか




境界 F上でのみ観測される境界値逆問題を考察した.領域 Q の境界rの一部の弧九上
で，未知関数u(X)の値が叫ru= ilと観測され，さらに， fの一部の弧fq上で外向き単
、θu位法線 n 方向の傾きが~=Irq = qと観測されているとする.このとき，ラプラス方程式δn 
を満たす関数u(X)を閉包。において求めることが我々の問題である.境界r全体に対
する九の残りの部分を F;とおく.また， r;=F¥fqとおく. 2つの観測境界 f1. とfq
との位置関係により，この境界値逆問題は従来から良く知られた問題に帰着される.すな
わち， fuUfq=fかっ fun fq =ゆ(空集合)のとき，この問題は伝統的な混合境界値問
11 
題となる. fu = fqのとき，伝統的なコーシー問題となる. fヂfqかっ fun fqヂゅの
ときには，過剰決定系の問題，そうでなければ不足決定系(劣決定系)の問題となる.
数値計算に当たっては，弧r;上の u(x)の値を仮りに ω(x)とおき，汎関数 J(ω)= 
/ Iq(x;ω) -q(x)12dfが最小となるような ωIrftを随伴変分法を用いて求めた.
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次に，以上の考え方を踏襲し，局所化された Dirichletto N eun1ann n1apから，境界で
の導電係数および境界法線方向の導電係数の導関数を， ( 1 )各点ごとに， (2)弱形式で，
( 3 )フーリェ変換像で再構成する公式を，一貫した方法で与えることができた.導電方
程式の弱解の主要項、から導かれる Dirichletto N eun1ann n1apの主要部分の計算と， ~~解
と主要項との差の評価により，これらの公式において必要な導電係数についての optin1al
な正則性の条件を提案した.さらに，異なる導電係数に対する Dirichletto N eUluann n1ap 
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